
平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 農業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための主
な具体的取り組み内容

どこで誰に対してどのよう
な事業を実施するのか

〇事業の目指す姿（何を
実現するのか）
〇得られる効果（誰にどん
なメリットがあるか）

アクションプランで設定
した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

1010101

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針１＞次代を見
据えた安定的な農業の担
い手の育成

（１）新たな農業の担い手
育成

①新規就農者を地域で受
け入れる仕組みづくり

非農家就農等の支援とし
てＪＡ京都やましろや山城
北農業改良普及センター
によるアグリカルチャース
クールの開催を支援す
る。
また、市内企業と連携し、
農閑期の副業紹介などの
支援を行う。

就農希望者の支援体制が
整い、地域の受け入れ機
運の醸成や行政による営
農支援が行われ、新規就
農者の受入れを増やす。

補助件数　2件

補助件数　2件
○京田辺市単独農業振興事業補助金
・茄子塾（修了生8名）４１千円
・えびいも塾（修了生7名）４８千円

新規の栽培農家の確保に向け、開催支
援補助を行った。

Ａ 継続
栽培農家確保に向け、引
き続き茄子塾、えびいも塾
の開催支援を行う。

農政課

JA京都やまし
ろ
農業改良普及
センター
商工会

【農4(2)③】 1010201

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針１＞次代を見
据えた安定的な農業の担
い手の育成

（２）農地の有効活用に向
けた流動化の推進

①農地中間管理機構（農
地集積バンク）、利用権設
定等促進事業

農地中間管理機構や利用
権設定等の制度を利用
し、地域の実情を勘案しつ
つ、意欲ある農業者への
農用地の利用集積を図
る。

農地の有効活用に向けた
流動化の推進、認定農業
者など担い手の育成・確
保と集落営農推進や農地
利用集積等により耕作放
棄地の解消を図る。

集積面積　8ha

単年度の集積面積２７．９４ha
（延べ集積面積 83.1ha）
農地の有効利用に向け、農業委員会と
連携し利用調整推進員により、農地の
賃借及び貸借の利用促進を行った。

Ａ 継続

農地の有効利用に向け、
引き続き農業委員会や農
地中間管理機構と連携し、
農地の賃借及び貸借の利
用促進を行う。

農政課
農地中間管理
機構

1010301

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針１＞次代を見
据えた安定的な農業の担
い手の育成

（３）農業の共同化・法人
化支援

①集団化（法人化）を担う
人材の育成支援

地域の実情に合わせた集
団化（法人化）を目指す地
域（グループ）に支援を行
う。

地域の実情に合わせた農
業の集団化（法人化）によ
り農作業の効率化を図
る。

集落会議　2地域

集落会議　2地域
江津区・普賢寺区での集落会議の開催
を支援し、農業の担い手の確保に向け
た取組を行った。

Ａ 継続

農業担い手確保に向け、
集落営農（機械の共同利
用）を目指す、引き続き集
落会議を開催する地域に
支援を行う。

農政課

1010302

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針１＞次代を見
据えた安定的な農業の担
い手の育成

（３）農業の共同化・法人
化支援

②機械の共同利用に向け
た支援

機械の共同利用を目指す
地域（グループ）に支援を
行う。

機械の共同利用により、
機械にかかる経費の削減
を図る。

補助件数　2件

補助件数　3件
○京田辺市単独農業振興事業補助金
補助額　1,484千円
機械等の導入に補助を行い、機械の共
同利用に向けた取組を支援した。

Ａ 継続
引き続き共同利用機械等
を導入する団体に支援を
行う。

農政課

1020101

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針２＞消費者
ニーズに応える戦略的な
販路開拓支援

（１）農産物の販路の確
保・拡大

①「京野菜」「京都産」のブ
ランドを生かせる消費地で
の新たなPRへの支援

ＪＡ京都やましろ等と連携
し京田辺市産農産物や加
工品のプロモーションを行
い、新たな消費地を開拓
する。

京田辺市産農産物や加工
品の販路が拡大すること
により、農産物の消費の
拡大を図る。

活動件数　1件

活動件数　3回
・ビジネスマン向け京田辺産茶プロモー
ション会（東京）
・飲食店・ホテルとの京田辺産茶コラボ
レーション企画（メニュー開発等）に向け
た打合せ（東京）（2回　各10団体程度）

Ａ 継続
引き続き販路拡大に向け
て、農産物等のプロモー
ション活動を実施する。

農政課
ＪＡ京都やまし
ろ

【農2(3)③/
商3(1)③】

1020102

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針２＞消費者
ニーズに応える戦略的な
販路開拓支援

（１）農産物の販路の確
保・拡大

②農産物直売所の移動販
売事業の支援

農産物直売所が行う移動
販売事業に対して、販売
先の紹介等の支援を行
う。

農産物直売所を通じて、
京田辺市産農産物の販売
先・連携先を市内外に増
やし、消費を増やすととも
に、消費者ニーズを捉え
る機会にする。

支援件数　2件

支援件数：2件
市が支援している農産物直売所「普賢
寺ふれあいの駅」が移動販売を行った。
（サンフレッシュ、フレスト）

Ａ 継続

引き続き、農産物直売所
「普賢寺ふれあいの駅」の
移動販売事業に対して支
援を行う。

農政課
産業振興課

1020201

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針２＞消費者
ニーズに応える戦略的な
販路開拓支援

（２）農産物のブランド化
①茶の品質向上のための
茶工場設置（改修）事業の
支援

茶工場の新設や改修に対
し、支援を行う。

市内で加工される茶の品
質を向上させ、高付加価
値化を図る。

検討
２９年度茶工場設置に向けて農業者と
打合せを行った。

引き続き事業実現に向け
て、関係機関等と調整を行
う。

農政課

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み
方針
活動指標を変更する場合、その内
容

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 1／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 農業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための主
な具体的取り組み内容

どこで誰に対してどのよう
な事業を実施するのか

〇事業の目指す姿（何を
実現するのか）
〇得られる効果（誰にどん
なメリットがあるか）

アクションプランで設定
した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み
方針
活動指標を変更する場合、その内
容

【観1(2)③】 1020202

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針２＞消費者
ニーズに応える戦略的な
販路開拓支援

（２）農産物のブランド化
②京田辺市産農産物を
使ったイベント開催や情報
発信

お茶やお茶を使ったス
イーツ、京都田辺茄子や
えびいもなど特産物を
使った食に関するイベント
を開催し、市内外からの
誘客を行う。

京田辺市産農産物の特徴
や品質、活用方法を市内
外に広く発信し、認知度を
高める。

開催回数　1回

開催回数：１回
京田辺茶まつりを開催した。
京都府が行う京都やましろスイーツマッ
プに本市のスイーツなどの情報を掲載
し配布した。

Ａ 継続

京田辺茶まつり
全国玉露のうまい淹れ方
コンテスト大会
習志野市アンテナショップ
での農産物イベント

農政課
産業振興課

JA京都やまし
ろ
観光協会

1020203

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針２＞消費者
ニーズに応える戦略的な
販路開拓支援

（２）農産物のブランド化
③京田辺玉露消費拡大
PR事業

国内・海外販路開拓に向
けて、商談会等で京田辺
玉露のPRを行う。

京田辺玉露が認知され、
購入しやすい環境を創出
し、消費拡大につなげる。

活動件数　1件

活動件数　3回
・ビジネスマン向け京田辺産茶プロモー
ション会（東京）
・飲食店・ホテルとの京田辺産茶コラボ
レーション企画（メニュー開発等）に向け
た打合せ（東京）（2回）

Ａ 継続
引き続き販路拡大に向け
て、農産物等のプロモー
ション活動を実施する。

農政課

【農3(2)①/
商2(3)①】

1020301

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針２＞消費者
ニーズに応える戦略的な
販路開拓支援

（３）他業種との連携等に
よる新たな消費の創出

①地元飲食店等との連携
による京田辺市産農産物
を食べられる・買えるお店
マップ作成

京田辺市産農産物や加工
品を食べられる・買える店
舗が分かるように、情報を
掲載したパンフレットを作
成し、市内外に発信する。

市内飲食店や店舗への京
田辺市産農産物の取扱
い、市内での消費を増や
す。

調査

市内店舗で市内産の農作物を食べられ
るお店について調査し、京都府の「京や
ましろ食」ホームページ開設に向け、情
報提供を行った。

商工会による地元飲食店
等との連携による京田辺
市産農産物を食べられる・
買えるお店マップ等の作成
を支援する

産業振興課
農政課

【商2(2)④/
観4(1)①】

1020302

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針２＞消費者
ニーズに応える戦略的な
販路開拓支援

（３）他業種との連携等に
よる新たな消費の創出

②農業者と商業者のマッ
チングによる京田辺市産
農産物等を活用した商品
開発の促進

農業者と飲食店等を対象
に試食会や調理方法勉強
会等を開催し、京田辺市
産農産物の市内店舗での
活用を進める。

市内飲食店や店舗への京
田辺市産農産物の取扱
い、市内での消費を増や
す。

調査
支援件数：１件
市内企業が共同で取り組む本市産茶葉
を活用した商品開発を支援した。

商品完成に向け、引き続き
支援を行う。

産業振興課
農政課

【農2(1)②/
商3(1)③】

1020303

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針２＞消費者
ニーズに応える戦略的な
販路開拓支援

（３）他業種との連携等に
よる新たな消費の創出

③農産物直売所の移動販
売事業の支援

農産物直売所が行う移動
販売事業に対して、販売
先の紹介等の支援を行
う。

農産物直売所を通じて、
京田辺市産農産物の販売
先・連携先を増やし、市内
での消費を増やす。

支援件数　2件

支援件数：2件
市が支援している農産物直売所「普賢
寺ふれあいの駅」が移動販売を行った。
（サンフレッシュ、フレスト）

Ａ 継続

引き続き、農産物直売所
「普賢寺ふれあいの駅」の
移動販売事業に対して支
援を行う。

農政課
産業振興課

1030101

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針３＞幅広い食
育・地産地消の推進

（１）市民に親しまれる体
験・交流型農業の振興

①農業体験農園、オー
ナー制農園等の設置の可
能性の検討

農業者が行う農業体験農
園等の事業に対し、実現
の可能性を検討する。

市民が農業を体験し、農
業に対する理解、意識の
向上を図る機会をつくる。

調査
他市町村の事例収集を行った。
認定農業者等協議会で、ブルーベリー
の摘み取り園の視察研修を行った

引き続き、観光農園等の
実現に向け検討を行う。

農政課

【農2（3）①/
商2(3)①】

1030201

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針３＞幅広い食
育・地産地消の推進

（２）京田辺市産農産物を
活用した地産地消の推進

①地元飲食店等との連携
による京田辺市産農産物
を食べられる・買えるお店
マップ作成

京田辺市産農産物や加工
品を食べられる・買える店
舗が分かるように、情報を
掲載したパンフレットを作
成し、市内外に発信する。

市民が京田辺市産農産物
を市内で購入しやすい環
境をつくり、市内での消費
を増やす。

調査

市内店舗で市内産の農作物を食べられ
るお店について調査し、京都府の「京や
ましろ食」ホームページ開設に向け、情
報提供を行った。

Ａ 継続

商工会による地元飲食店
等との連携による京田辺
市産農産物を食べられる・
買えるお店マップ等の作成
を支援する

産業振興課
農政課

1030202

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針３＞幅広い食
育・地産地消の推進

（２）京田辺市産農産物を
活用した地産地消の推進

②市民対象の京田辺市産
農産物を使った料理教室
開催の支援、お茶の淹れ
方教室の充実

京田辺市生活研究グルー
プが実施する料理教室に
支援を行う。市が実施す
る出前講座の充実を図
る。

京田辺市産農産物の活用
方法や特徴、品質を市内
に広く発信し、認知度を高
める。

開催回数　2回

開催回数　2回
生活研究グループが実施される市民向
け料理講習会に広報等の面から協力を
行った。
出前講座実施回数　14回
市内の各種団体等へ、玉露の入れ方や
茶香服など茶に関する出前講座を行っ
た。

Ａ 継続
引き続き販路拡大に向け
て、農産物等のプロモー
ション活動を実施する。

農政課

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 2／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 農業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための主
な具体的取り組み内容

どこで誰に対してどのよう
な事業を実施するのか

〇事業の目指す姿（何を
実現するのか）
〇得られる効果（誰にどん
なメリットがあるか）

アクションプランで設定
した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み
方針
活動指標を変更する場合、その内
容

1030203

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針３＞幅広い食
育・地産地消の推進

（２）京田辺市産農産物を
活用した地産地消の推進

③京田辺特産品健幸（健
康）レシピ開発

京田辺市食生活改善推進
員協議会が市の特産品で
ある｢京田辺産茶（玉露・
碾茶（てんちゃ））、えびい
も、たけのこ、ナス等｣を
使ったレシピの開発を行う
ことを支援する。

京田辺市の特産品である
玉露の飲む以外の活用レ
シピや地場産の特産品を
活用した健康レシピの開
発と発信により、市民や市
外にアピールすることで食
育や健康への意識を高め
る。

レシピ発表　6回

レシピ発表　6回
広報誌やホームページ等で京田辺の特
産品を活用したレシピを公開し、農産物
の消費に向けた取組に支援を行った。

Ａ 継続
来年度も引き続き、レシピ
開発・公表を支援する。

健康推進課
京田辺市食生
活改善推進員
協議会

1030301

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針３＞幅広い食
育・地産地消の推進

（３）農産物や農業への理
解促進のための食育事業
の推進

①まるごと京都の日事業
学校給食への京都産食材
使用を進める。

地域の農産物に対する児
童の理解を深める。

実施回数　1回

実施回数　2回
学校給食で使用する農林水産物（牛乳
除く)を全て京都府産とし、教室内にポス
ター等を掲示し、農業や農村に対する
理解を深めることができた。

Ａ 継続

来年度も引き続き実施予
定であるが、天候不順等
による食材確保の不安定
さなどが問題点となる。

学校環境整備
課

1040101

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針４＞豊かな農
空間の保持と多様な活用
方法の推進

（１）農地の多面的機能の
保全

①多面的機能支払交付金

農地、農業用施設の維持
管理及び保全活動を農業
者と非農家組織が実施
し、地域集落の自然環境
の向上を図る事業に対し
て補助金を交付する。

農業・農村の有する多面
的機能の維持・発揮を図
るための地域の共同活動
に係る支援を行い、地域
資源の適切な保全管理を
推進する。

補助件数　7件

補助件数　7件
地域組織の共同活動等に対し補助を行
い、農地の多面的機能の確保ができ
た。

Ａ 継続
来年度も引き続き地域の
共同活動等に対し補助を
行う。

農政課

1040102

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針４＞豊かな農
空間の保持と多様な活用
方法の推進

（１）農地の多面的機能の
保全

②中山間地域等直接支払
交付金

中山間地域など耕作条件
の不利な地域における耕
作放棄を防止するため、
共同化や農地の流動化な
どの取組に対して補助金
を交付する。

条件不利補正・担い手の
育成等による農業生産活
動等の維持を通じて、中
山間地域等における耕作
放棄の発生を防止し多面
的機能を確保する。

補助件数　4件

補助件数　4件
中山間地域等における農地の維持等の
取組に対し補助を行い、農地の多面的
機能の確保ができた。

Ａ 継続

来年度も引き続き中山間
地域等における農地の維
持等の取組に対し補助を
行う。

農政課

1040201

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針４＞豊かな農
空間の保持と多様な活用
方法の推進

（２）地域での農業維持の
取組に対する支援

①農業者の資質向上に向
けた研修会の実施

農業者を対象に農業技術
向上に向けた研修会を実
施する。農業委員会との
意見交換会を実施する。

農業者の栽培技術、経営
能力向上により、農業経
営の維持を図る。

開催回数　2回

開催回数　2回
認定農業者等協議会で研修及び、農業
委員会との意見交換会を実施し、農業
者の技術向上の取組を行った。

Ａ 継続
来年度も引き続き研修会
等を開催し、資質向上に向
けた取組を行う。

農政課

1040202

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針４＞豊かな農
空間の保持と多様な活用
方法の推進

（２）地域での農業維持の
取組に対する支援

②高齢の農業者への支援

農作業ボランティア等を募
集し、高齢の農業者のサ
ポートを行える仕組みをつ
くる。

農家の高齢化により耕作
放棄される農地の発生を
防止する。

調査 他市町村の事例収集を行った。
引き続き、サポート体制構
築に向け検討を行う。

農政課

【農1(2)①】 1040203

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針４＞豊かな農
空間の保持と多様な活用
方法の推進

（２）地域での農業維持の
取組に対する支援

③農地中間管理機構（農
地集積バンク）、利用権設
定等促進事業

農地中間管理機構や利用
権設定等の制度を利用
し、地域の実情を勘案しつ
つ、意欲ある農業者への
農用地の利用集積を図
る。

農地の有効活用に向けた
流動化の推進、認定農業
者など担い手の育成・確
保と集落営農推進や農地
利用集積等により耕作放
棄地の解消を図る。

集積面積　8ha

単年度の集積面積２７．９４ha
（延べ集積面積 83.1ha）
農地の有効利用に向け、農業委員会と
連携し利用調整推進員により、農地の
賃借及び貸借の利用促進を行った。

Ａ 継続

農地の有効利用に向け、
引き続き農業委員会や農
地中間管理機構と連携し、
農地の賃借及び貸借の利
用促進を行う。

農政課

1040204

「農業者が生き生きと働け
る魅力あふれる農業・農
村を創造し、消費者に安
全安心な京田辺市産農産
物を提供するまち」

＜基本方針４＞豊かな農
空間の保持と多様な活用
方法の推進

（２）地域での農業維持の
取組に対する支援

④低労力で栽培できる作
物の栽培の奨励

レモンやジャバラなどをつ
かったモデル栽培事業を
実施、活動状況を広く周
知する。

低労力で栽培できる作物
の栽培を進め、耕作放棄
地の解消を図る。

活動回数　10回

農業委員だけでなく、同志社女子大学
やレモンサポーター（一般市民）等と連
携し、栽培事業を実施し、耕作放棄地
解消に向けた取組のPRを行った。
・レモンほ場７回　・ジャバラほ場５回

Ａ 継続

引き続きモデル事業を実
施する。
収穫した、果実の利用方
法を考える。

農業委員会

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 3／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 商業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰に
どんなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

2010101

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針１＞商業の
担い手の支援と育成

（１）商業団体への活動
支援

①商工会事業への支
援

商工会が行う市内小規
模事業者への支援事
業及び商工業振興に寄
与する事業に対して補
助金を交付する。

商工会が市内小規模
事業者に効果的な支援
を行うとともに商工業の
活性化を図る。

補助件数2件

補助件数3件
○京田辺市商工業振興事業補助金
補助件数　2件
補助額　小規模事業費　16,791千円
　　　　　 振興事業費　　　6,835千円
○商工会改修等補助金
補助件数１件　補助額　7,797千円
○商工会館内エアコン修繕費に補
助金を交付

商工会に対し各種補助金を交付す
ることにより、商工会の商工業活性
化事業を支援することができた。

Ａ 継続

引き続き、市内の小規
模事業者の振興と安定
を図るため商工会事業
への支援を行う。
効果的な商工業振興を
促すため、事業内容に
応じた補助率の設定を
行う。

産業振興課・・ 商工会・

2010102

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針１＞商業の
担い手の支援と育成

（１）商業団体への活動
支援

②商業団体の活性化を
図るために必要な研修
会等への支援

商業団体の活性化を図
るために行う研修会等
の事業に対して補助金
を交付する。

各商業団体が活性化に
向けて主体的に地域活
動等を行う。

補助件数3件

補助件数3件
○商工業活力創出支援事業補助金
補助額　134千円
・松井商工クラブ50千円
・東区同友会50千円
・コーエー会34千円

商業団体の研修会等の事業に対し
て補助金を交付することにより、団
体の活性化を支援することができ
た。

Ａ 継続

引き続き、各商業団体
に補助金を交付し、団
体が主体的に地域活動
等を行えるよう支援す
る。

産業振興課・・ 商工会・

【工1(2)①
/工2(1)
②】

2010201

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針１＞商業の
担い手の支援と育成

（２）事業承継や新事業
展開への支援

①企業間連携や人材
確保につながる商談会
等の開催

市内企業と他地域の企
業を集めた商談交流会
の開催や人材確保のた
めの就職説明会などへ
の合同出展の支援を行
う。

市内企業の企業間連
携や人材確保への意
識の高まり、新事業展
開を行うなど、安定した
事業運営ができる企業
を増やす。

開催回数　1回

開催回数２回
○生駒市と連携しビジネスマッチン
グイベント「業コン」を開催した。
京田辺市、生駒市合わせて２３社の
企業が参加、活発な交流の場とす
ることができ、本会を契機とした取
引も始まっている。
○京都銀行包括連携協定事業とし
てハローワーク、商工会とともに就
職面接会を開催した。
就職面接会へは、のべ２２名が参加
し、内３名が出展企業へ就職した。

Ａ 継続

次年度は生駒市側主催
で「業コン」を開催し、引
き続き企業間連携を推
進する。

産業振興課・・
京都産業21
商工会・

【工1(3)
④】

2010202

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針１＞商業の
担い手の支援と育成

（２）事業承継や新事業
展開への支援

②中小企業融資保証
料補給事業

京都府融資制度を利用
した資金借入に対する
保証料に対して補助金
を交付する。

市内企業の資金面での
経営安定化を図り、積
極的な事業展開を行う
企業を増やす。

補助件数150件

補助件数130件
○中小企業融資保証料補給金
　補助額9,892千円

融資保証料を補給することにより市
内、中小企業の経営安定化を支援
することができた。

Ｂ 継続

引き続き、市内企業の
経営安定化を図るため
中小企業保証料補給金
を交付する。

産業振興課・・ ・

J　今後の課題等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 4／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 商業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰に
どんなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

J　今後の課題等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

【工1(3)
⑤】

2010203

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針１＞商業の
担い手の支援と育成

（２）事業承継や新事業
展開への支援

③中小企業融資利子
補給事業

京都府融資制度を利用
した資金借入に対する
支払利子に対して補助
金を交付する。

市内企業の資金面での
経営安定化を図り、積
極的な事業展開を行う
企業を増やす。

補助件数400件

補助件数424件
○中小企業融資利子補給金
　補助額11,593千円

融資利子を補給することにより、市
内中小企業の経営安定化を支援す
ることができた。

Ａ 継続

引き続き、市内企業の
経営安定化を図るため
中小企業融資利子補給
金を交付する。

産業振興課・・ ・

2010301

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針１＞商業の
担い手の支援と育成

（３）新たな商業の担い
手の発掘と育成

①チャレンジショップ開
設等による創業に挑戦
しやすい環境づくり

市内での創業を支援す
るため、商店街での
チャレンジショップの開
設を行う。

商業者の新規創業を増
やす。

創業しやすい環境づくり
のため、キララの駅出店
者へアンケート調査を行
う。

産業振興課・・
商工会・キララ商
店街

【工1(3)
①】

2010302

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針１＞商業の
担い手の支援と育成

（３）新たな商業の担い
手の発掘と育成

②創業相談窓口の開
設

創業を目指す人のワン
ストップ相談窓口を開
設し、各種許認可や経
営面、立地場所など相
談内容に応じて、関係
機関と協力し適切な支
援ができる体制を整備
する。

市内で創業を目指す人
が気軽に相談できる環
境をつくり、創業に関心
を持つ人を増やす。

広報回数　3回

広報回数3回
○商工会の創業塾、同志社大学で
の起業セミナー、産業祭シゴトニア
☆京田辺内において日本政策金融
公庫の創業ブース出展をそれぞれ
実施した。

Ａ 継続

次年度は昨年度取り組
みに加え、同志社女子
大学でも広報活動を実
施する。

産業振興課・・
京都産業21
商工会
金融機関・

【工1(3)
③】

2010303

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針１＞商業の
担い手の支援と育成

（３）新たな商業の担い
手の発掘と育成

③中小企業の人材確
保・専門家活用事業へ
の支援

市内企業の事業高度
化のため、専門家を活
用する事業や、雇用確
保のための求人広告・
人材紹介サービス活用
事業等に対して補助金
を交付する。

事業の高度化や人材
確保など経営課題の解
決に取り組む企業を増
やす。

補助件数　5件

補助件数4件
○人材確保補助件数3件
○専門家補助件数1件

雇用市場が厳しい中、採用に繋
がっており、事業継続のために必須
となる人材確保への支援を行うこと
ができた。

Ｂ 継続

次年度は人材育成につ
いての補助制度を新た
に設けることにより、さら
なる支援をおこなう。

産業振興課・・ ・

【商4(1)
①】

2020101

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（１）魅力ある小売店・
飲食店の集積や特色あ
る商店街形成の支援

①キララ商店街が行う
「いす」を活用した商店
街づくりへの取組支援

キララ商店街が行う「い
す」を活用した商店街づ
くりを行う取組に対して
支援を行う。

キララ商店街が「いす」
を活用し特色を出すこ
とにより、高齢者や親子
連れ等、地域住民を中
心ににぎわう商店街を
つくる。

支援件数3件

支援件数15件
○商工業活力創出支援事業補助金
補助件数3件　補助金額1,022千円
・キララフェスティバル440千円
/3,000人
・キララハロウィン98千円/1,000人
・イス１グランプリ484千円/3,000人
○広報紙掲載3回
○ホームページ掲載3回
○フェイスブック掲載6回

キララフェスティバルは市を代表す
るイベントに成長し、地域住民を中
心に幅広い層の参加者が訪れ賑わ
いを創出した。
イス１ＧＰは国内だけでなく、国外へ
の広がりを見せ、その聖地としての
キララ商店街の賑わいを創出するこ
とができた。

Ａ 継続

引き続き、キララフェス
ティバル、キララハロ
ウィン、イス１グランプリ
等の開催支援し、賑わう
商店街をつくる。

産業振興課・・
京都府
商工会・キララ商
店街

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 5／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 商業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰に
どんなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

J　今後の課題等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

2010102

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の

創出支援

（１）魅力ある小売店・
飲食店の集積や特色あ
る商店街形成の支援

②商店街等での空き店
舗を活用したにぎわい
づくり支援

商業団体が地元農産
物の朝市開催等のにぎ
わいを創出する事業に
対して支援を行う。

商店街等での空き店舗
を利用し、集客事業を
行い、エリア全体のに
ぎわいを創出する。

支援件数2件

支援件数2件
○商工業活力創出支援事業補助金
キララの駅（商工会が実施する空き
店舗を活用したチャレンジショッッ
プ）
賃料補助件数1件　補助金額520千
円
○京田辺市茶まつりをキララ商店街
空き店舗を活用し開催　1,000人

キララの駅をチャレンジショップやコ
ミュニティ施設として活用することに
より、商店街に賑わいを創出した。

Ａ 継続

引き続き、キララ商店街
の空き店舗の活用（キラ
ラの駅）を支援する。
次年度は、お茶の京都
博のエリアイベントとし
て、空き店舗活用した
「お茶の京都ハウス」の
開設、運営を行う。

産業振興課・・
農政課

商工会・京都府
・キララ商店街

2020103

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし

やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の

創出支援

（１）魅力ある小売店・
飲食店の集積や特色あ
る商店街形成の支援

③商店街と学生団体等
との連携による商店街
にぎわいづくりの支援

商店街と商業団体、学
生団体、市民団体等が
連携して行う地域資源
を生かして商店街のに
ぎわいを創出する事業
に対して補助金を交付
する。

キララ商店街で学生団
体等が連携してアイデ
アを生かした事業を行
い、エリア全体のにぎ
わいを創出する。

補助件数1件

補助件数３件
○商工業活力創出支援事業補助金
補助金額　98千円
・キララハロウィン　1,000人
・キララ商店と同志社大学女子大の
学生とのコラボレーション事業
○広報紙掲載支援：１件

学生とのコラボレーションという話題
性により、市内外に京田辺市をＰＲ・
情報発信することで賑わいを創出す
ることができた。

Ａ 継続

引き続き、商店街と学生
団体等が連携して行う
にぎわいを創出する事
業であるキララハロウィ
ン等の開催支援を行う。

産業振興課・・
商工会・同志社女
子大学・キララ商
店街

【工2(3)
②】

2020201

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（２）消費者ニーズに応
える新商品の創出支援

①中小企業売込み隊
事業による国内外への
販路開拓支援

中小企業の販路開拓を
支援するため、年間を
通じて国内外の大規模
展示会への企業合同
出展の企画、商談交流
会の開催、専門家の紹
介やセミナー開催を行
う。

自社商品・技術の特
徴、強みを生かし、新規
顧客の開拓に積極的に
取り組む企業を増や
す。

支援件数　20件

支援件数29件
○展示会出展社数15社
○商談交流会「業コン」参加社数１４
社

展示会出展については、全体で５２
２件の商談があり、長期的な取引に
も繋がっている。

Ａ 継続

次年度は展示会、商談
交流会の他、新規参加
企業発掘のためのセミ
ナー開催等のさらなる
支援をおこなう。

産業振興課・・
商工会
京都産業21・

【工2(3)
③】

2020202

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（２）消費者ニーズに応
える新商品の創出支援

②魅力ある新製品・技
術開発への支援

中小企業が行う新製
品・技術を開発する事
業に対して補助金を交
付する。

独自性の高い製品・商
品や加工技術・サービ
スを持つ競争力の高い
企業を増やす。

補助件数　5件

補助件数10件
○新製品開発補助件数10件

補助を行うことにより、積極的な商
品開発を行う企業を支援することが
できた。

Ａ 継続
新製品開発を行う企業
を増やすため、補助件
数枠の拡大をおこなう。

産業振興課・・ ・

【工2(3)
④】

2020203

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（２）消費者ニーズに応
える新商品の創出支援

③中小企業の展示会
等出展への支援

企業が単独で展示会等
に出展する事業に対し
て補助金を交付する。

自社製品・技術の特
徴、強みを生かし、新規
顧客の開拓に積極的に
取り組む企業を増や
す。

補助件数　10件

補助件数18件
○国内展示会補助16件
○海外展示会補助2件

昨年度より補助件数が大幅に増加
しており、積極的な販路拡大を進め
る企業を支援することができた。

Ａ 継続

補助上限額の引き上げ
をおこなう。また売り込
み隊事業による共同出
展企業の単独出店への
ステップアップを支援す
る。

産業振興課・・ ・

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 6／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 商業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰に
どんなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

J　今後の課題等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

【農2(3)②
/観4(1)
①】

2020204

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（２）消費者ニーズに応
える新商品の創出支援

④農業者と商業者の
マッチングによる京田
辺市産農産物等を活用
した商品開発の促進

農業者と飲食店等を対
象に試食会や調理方法
勉強会等を開催し、京
田辺市産農産物の市
内店舗での活用を進め
る。

京田辺市産農産物を扱
う特色ある飲食店や店
舗を増やし、市の名物
となる土産物、食事メ
ニューをつくる。

調査

支援件数：１件
市内企業が共同で取り組む本市産
茶葉を活用した商品開発を支援し
た。

Ａ 継続
商品完成に向け、引き
続き支援を行う。

産業振興課
農政課・・

観光協会
商工会・

【観4(1)
②】

2020205

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（２）消費者ニーズに応
える新商品の創出支援

⑤パッケージデザイン
や販売・宣伝方法の工
夫など商品の魅力向上
支援

観光客向けの土産物等
のパッケージデザイン
や販売・宣伝方法に関
するセミナー開催や専
門家相談事業を行う。

自社商品の改良、魅力
向上、販売・宣伝方法
の改善に取り組む企業
を増やし、魅力的な商
品をつくる。

検討

検討
同志社女子大学と連携して行う市
のPRや土産物等のパッケージデザ
インの企画について検討した。

Ａ 継続

同志社女子大学と連携
し、市のPRや土産物等
に活用できるパッケージ
デザインの開発をおこな
う。

産業振興課・・
商工会・同志社女
子大学

【農2(3)①
/農3(2)
①】

2020301

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（３）市内外に向けた店
舗の魅力発信と利用促
進

①地元飲食店等との連
携による京田辺市産農
産物を食べられる・買え
るお店マップ作成

京田辺市産農産物や
加工品を食べられる・
買える店舗が分かるよ
うに、情報を掲載したパ
ンフレットを作成し、市
内外に発信する。

京田辺市産農産物や
加工品を扱う店舗を市
内外の消費者に広くPR
し、市内店舗の利用者
を増やす。

調査

調査
市内店舗で市内産の農作物を食べ
られるお店について調査し、京都府
の「京やましろ食」ホームページ開
設に向け、情報提供を行った。

Ａ 継続

商工会による地元飲食
店等との連携によるお
店マップ等の作成につ
いて協議を行う。

産業振興課
農政課・・

商工会・

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 7／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 商業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰に
どんなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

J　今後の課題等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

【工1(1)
①】

2020302

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（３）市内外に向けた店
舗の魅力発信と利用促

進
②企業PR展の開催

多数の市民が来場する
産業祭に市内企業の
PRブースを設置し、事
業概要の説明や体験
等を通じて宣伝し、市民
と企業が交流する機会
をつくる。

企業の魅力や特徴を発
信する機会を通じて、
市民の企業への理解
や関心を高め、市内店
舗の利用者を増やす。

開催回数　1回

開催回数1回
○産業祭でシゴトニア☆京田辺を昨
年に引き続き実施した。

16社の企業等の参加と、約1000名
の来場者があり、市内企業等の認
知度を高めることができた。

Ａ 継続

次年度はより企業の雇
用に繋がるよう展示内
容の拡充を図る。また、
ハローワークとの就職
説明会の案内を行うな
ど、その他の人材確保
策との連携を進める。

産業振興課
商工会・・

ハローワーク
田辺高等学校・

2020303

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針２＞魅力あ
る店舗づくりと新商品の
創出支援

（３）市内外に向けた店
舗の魅力発信と利用促

進

③商工会が行う市内店
舗利用促進の取組へ
の支援

商工会が実施する「ま
ちゼミ」、「ランチクーポ
ン」等の店舗利用促進
事業等に対して補助金
を交付する。

市内の店舗の魅力を市
民・近隣住民に発信し、
市内店舗の利用者を増
やす。

補助件数1件

補助件数２件
○商工会が実施した「まちゼミ」、
「ワンコインバル」に補助した。
　京田辺市商工業振興事業補助金
「まちゼミ」384千円／33事業所
「ワンコインバル」207千円／36店
○広報紙掲載支援２回

市内店舗の魅力を市民・近隣住民
に発信することができ、店舗、利用
者から好評を得た。

Ａ 継続

引き続き、商工会が実
施する店舗利用促進事
業「まちゼミ」、「ワンコイ
ンバル」を支援する。

産業振興課・・ 商工会・

2030101

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針３＞子育て
世帯や高齢者等みんな
にやさしい買い物環境
の整備

（１）買い物困難者に対
する支援

①市内各地域で生鮮三
品を購入できる店舗維
持の取組

地域のスーパーで生鮮
食品を活用した料理教
室、市特産品・他市との
特産品交流コーナー設
置等の集客事業を開催
する。

市民の快適な買い物環
境の維持を目的に、生
活必需品である食料品
を扱う地域のスーパー
の集客力を高める。

検討

支援件数１件
○市特産品レシピをサンフレッシュ
に配置した。

市特産品レシピをスーパーに配置
することで、京田辺市の特産品をＰ
Ｒするとともに集客力向上に向け支
援をおこなった。

Ａ 継続

引き続き、市特産品レシ
ピをスーパー等に配置
し、集客力向上に向け
た支援をおこなう。

産業振興課・・
健康推進課

商工会・

2030102

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針３＞子育て
世帯や高齢者等みんな
にやさしい買い物環境
の整備

（１）買い物困難者に対
する支援

②移動スーパーや宅配
サービス事業への支援

高齢者や子育て世帯な
ど買い物困難者向けの
移動スーパーや宅配
サービス事業を行う商
業者の支援を行う。

高齢者や子育て世帯等
の買い物困難者の快適
な買い物環境をつくり、
買い物に不便を感じる
市民を減らす。

　

市内ス－パーが実施し
ている買い物した商品
の自宅への郵送サービ
スを買物困難者からの
相談があった場合に情
報提供する。

産業振興課・・
農政課

商工会・

【農2(1)②
/農2(3)
③】

2030103

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針３＞子育て
世帯や高齢者等みんな
にやさしい買い物環境
の整備

（１）買い物困難者に対
する支援

③農産物直売所の移
動販売事業の支援

農産物直売所が行う移
動販売事業に対して、
販売先の紹介等の支
援を行う。

京田辺市産農産物を市
民が知り、購入できる
機会を設け、高齢者や
子育て世帯などの買い
物困難者が快適に買い
物ができるようにする。

支援件数　2件

支援件数：2件
市が支援している農産物直売所「普
賢寺ふれあいの駅」が移動販売を
行った。（サンフレッシュ、フレスト）

Ａ 継続

引き続き、農産物直売
所「普賢寺ふれあいの
駅」の移動販売事業に
対して支援を行う。

農政課
産業振興課・・

商工会

2030104

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針３＞子育て
世帯や高齢者等みんな
にやさしい買い物環境
の整備

（１）買い物困難者に対
する支援

④市内各地域で飲食や
日用品の購入、サービ
スの提供を受けられる
店舗の利用促進

「きょうと子育て応援パ
スポート事業」の広報を
行うなど市内店舗の利
用促進を行う。

市内店舗を利用しやす
い買い物環境をつくる。

配布部数500部

配布部数500部
○京都府が発効する「きょうと子育
て応援パスポート」を庁内で配架、
市内地域子育て支援センター、子育
てサポートセンターで配布すること
で市内店舗の利用促進をおこなっ
た。

Ａ 継続
引き続き、「きょうと子育
て応援パスポート」の配
布を行う。

子育て支援課
産業振興課・・

京都府
商工会・

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 8／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 商業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰に
どんなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

J　今後の課題等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画） 今年度の達成度と今後の取り組み等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

2030201

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針３＞子育て
世帯や高齢者等みんな
にやさしい買い物環境
の整備

（２）誰もが利用しやす
い店舗づくり

①店舗のバリアフリー
化等への支援

スロープ設置などの店
舗のバリアフリー化に
対して補助金を交付す
る。

高齢者、障がい者のほ
か、子育て世帯にも優
しい店舗を増やす。

補助件数1件

補助件数１件
○店舗バリアフリー改修助成金
　補助金額　200千円

店舗トイレの洋式化に補助金を交
付し、バリアフリー化を支援した。

Ａ 継続
引き続き、店舗のバリア
フリー改修に対し助成を
行う。

産業振興課
子育て支援課

・

【商2(1)
①）】

2040101

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針４＞地域の
個性を生かした商業地
の形成

（１）各商業集積地への
来街促進

①キララ商店街が行う
「いす」を活用した商店
街づくりへの取組支援

キララ商店街が「いす」
を活用した商店街づくり
を行う取組に対して支
援を行う。

キララ商店街が「いす」
を活用し特色を出すこ
とにより、高齢者や親子
連れ等、地域住民を中
心ににぎわう商店街を
つくる。

支援件数3件

支援件数15件
○商工業活力創出支援事業補助金
補助件数3件　補助金額1,022千円
・キララフェスティバル440千円
/3,000人
・キララハロウィン98千円/1,000人
・イス１グランプリ484千円/3,000人
○広報紙掲載3回
○ホームページ掲載3回
○フェイスブッ　ク掲載6回

キララフェスティバルは市を代表す
るイベントに成長し、地域住民を中
心に幅広い層の参加者が訪れ賑わ
いを創出した。
イス１ＧＰは国内だけでなく、国外へ
の広がりを見せ、その聖地としての
京田辺市をＰＲすることができ、商
店街の賑わいを創出することができ
た。

Ａ 継続

引き続き、キララ商店街
が行う商店街づくりへの
取組を支援する。
キララフェスティバル、キ
ララハロウィン、イス１グ
ランプリの開催支援

産業振興課・・
商工会・
キララ商店街

【工4(2)①
/工4(3)
①】

2040102

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針４＞地域の
個性を生かした商業地
の形成

（1）各商業集積地への
来街促進

②企業への広報紙配
付及び京田辺市情報発
信BOXの設置

大手企業を中心に従業
員向けの情報発信BOX
（ラック）を設置し、市の
イベントや関連事業、飲
食店等店舗情報などの
資料を掲示する。

市内のイベントや事業
への参加、市内飲食店
や特産品等を利用する
企業従業員を増やす。

調整

調整
○配架方法等の要領作成、関係団
体及び配架予定企業との調整をお
こなった。

Ａ 継続
情報発信BOXの導入を
行う。（１社）

産業振興課
秘書広報課・・

・

【工3(1)②
/観1(3)
①】

2040103

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針４＞地域の
個性を生かした商業地
の形成

（１）各商業集積地への
来街促進

③宿泊施設立地に向け
た検討

遊休地等の市内への
宿泊施設立地の可能
性を調査し、宿泊施設
を誘導するための資料
を作成する。

市内への宿泊施設の
立地の可能性が具体
的に見え、営業活動の
仕組みをつくる。

作成
情報提供
○関連機関への資料提供を行っ
た。

Ｃ 継続

京都府が作成するホテ
ル等が建設可能な遊休
地等リストに本市の遊
休地情報を登録する。

産業振興課・・ ・

2040104

「商業者が個性を生か
した魅力ある店舗づくり
を行い、市内外の人々
が集う、にぎわいと活力
に満ちた、快適でくらし
やすいまち」

＜基本方針４＞地域の
個性を生かした商業地
の形成

（１）各商業集積地への
来街促進

④公共交通利用による
商業集積地での買い物
促進

商業団体がバス会社等
と連携し、路線バス利
用者に対し、買い物券
を配付する等の事業に
対して支援を行う。

各商業集積地にバス等
の公共交通を利用する
人を増やす。

商業団体・バス会社等
へのヒアリング調査を行
う。

産業振興課・・ ・

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 9／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 工業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよう
な事業を実施するのか

〇事業の目指す姿（何を
実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状況
や成果の評価（できるだけ定量的に記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

【商2(3)
②】

3010101

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針１＞工業の
担い手の確保と育成

（１）市民が企業を知る
機会の創出

①企業PR展の開催

多数の市民が来場する産
業祭に市内企業のPR
ブースを設置し、事業概
要の説明や体験等を通じ
て宣伝し、市民と企業が
交流する機会をつくる。

企業の魅力や特徴を発
信する機会を通じて、市
民の企業への理解や関
心を高め雇用創出につな
げることにより、企業の雇
用（求人）が集まりやすい
状況をつくる。

開催回数　1回

開催回数1回
○産業祭でシゴトニア☆京田辺を昨年
に引き続き実施した。

16社の企業等の参加と、約1000名の
来場者があり、市内企業等の認知度を
高めることができた。

Ａ 継続

次年度はより企業の雇
用に繋がるよう展示内
容の拡充を図る。また、
ハローワークとの就職
説明会の案内を行うな
ど、その他の人材確保
策との連携を進める。

産業振興課
商工会
ハローワーク
田辺高等学校

【観1(2)
①】

3010102

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針１＞工業の
担い手の確保と育成

（１）市民が企業を知る
機会の創出

②企業と連携した工場
見学ツアーの開催

市民や学生を対象に市内
企業の事業現場を見学す
るツアーを開催する。

市民と企業の交流促進を
通じて、企業が地域社会
に貢献していることにつ
いて、市民の理解や関心
を高め雇用創出につなげ
ることにより、企業の雇用
（求人）が集まりやすい状
況をつくる。

開催回数　1回

開催回数2回
○椿本チエインで親子工場見学会を2
日間実施した。
○田辺高校と連携し工業系学科の生
徒の市内工場見学、インキュベーショ
ン施設見学等を実施した。

 親子工場見学では約１００名、田辺高
校工場見学等では約１３０名の学生が
参加し、市内企業への理解を深めるこ
とができた。

Ａ 継続
引き続き、椿本チエイ
ン、田辺高校との工場
見学会を実施する。

産業振興課
商工会
観光協会

【商1(2)①
/工2(1)
②】

3010201

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針１＞工業の
担い手の確保と育成

（２）企業間交流を生か
して取り組む人材育成
と事業承継の推進

①企業間連携や人材確
保につながる商談会等
の開催

市内企業と他地域の企業
を集めた商談交流会の開
催や人材確保のための
就職説明会などへの合同
出展の支援を行う。

市内企業の企業間連携
や人材確保への意識が
高まり、新事業展開を行
うなど、安定した事業運
営ができる企業を増や
す。

開催回数　1回

開催回数２回
○生駒市と連携しビジネスマッチングイ
ベント「業コン」を開催した。
京田辺市、生駒市合わせて２３社の企
業が参加、活発な交流の場とすること
ができ、本会を契機とした取引も始まっ
ている。
○京都銀行包括連携協定事業として
ハローワーク、商工会とともに就職面
接会を開催した。
就職面接会へは、のべ２２名が参加
し、内３名が出展企業へ就職した。

Ａ 継続

次年度は生駒市側主催
で「業コン」を開催し、引
き続き企業間連携を推
進する。

産業振興課
京都産業21
商工会

【商1(3)
②】

3010301

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針１＞工業の
担い手の確保と育成

（３）安心して創業できる
支援体制・環境整備の
充実

①創業相談窓口の開設

創業を目指す人のワンス
トップ相談窓口を開設し、
各種許認可や経営面、立
地場所など相談内容に応
じて、関係機関と協力し適
切な支援ができる体制を
整備する。

市内で創業を目指す人が
気軽に相談できる環境を
つくり、創業に関心を持つ
人を増やす。

広報回数　3回

広報回数3回
○商工会の創業塾、同志社大学での
起業セミナー、産業祭シゴトニア☆京
田辺内において日本政策金融公庫の
創業ブース出展をそれぞれ実施した。

Ａ 継続

次年度は昨年度取り組
みに加え、同志社女子
大学でも広報活動を実
施する。

産業振興課
京都産業21
商工会
金融機関

3010302

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針１＞工業の
担い手の確保と育成

（３）安心して創業できる
支援体制・環境整備の
充実

②D-eggを核とした起業
家育成と卒業企業の市
内立地誘導

D-egg入居企業への支援
を行う。
また、成長した企業が、卒
業後、円滑に市内で事業
活動ができるよう、賃貸物
件等への立地誘導を行う
とともに、入居費への補
助金を交付する。

同志社大学等と連携する
将来有望な起業家を育
成するとともに、D-eggを
卒業後、市内に定着して
事業を行う企業を増や
す。

補助件数　2件

補助件数2件
○京田辺市起業家育成施設卒業企業
立地促進事業補助件数2件
　事業用地の確保が厳しい中、卒業企
業の市内定着を行うことができた。

Ａ 継続

産学連携コーディネー
ターとともにＤ－ｅｇｇ入
居企業、卒業企業の情
報収集を行い、市内立
地誘導に取り組む。

産業振興課
京都府
中小機構
同志社大学

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

今年度の達成度と今後の取り組み等

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 10／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 工業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよう
な事業を実施するのか

〇事業の目指す姿（何を
実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状況
や成果の評価（できるだけ定量的に記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

今年度の達成度と今後の取り組み等

【商1(3)
③】

3010303

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針１＞工業の
担い手の確保と育成

（３）安心して創業できる
支援体制・環境整備の
充実

③中小企業の人材確
保・専門家活用事業へ
の支援

市内企業の事業高度化
のため、専門家を活用す
る事業や、雇用確保のた
めの求人広告・人材紹介
サービス活用事業等に対
して補助金を交付する。

事業の高度化や人材確
保など経営課題の解決に
取り組む企業を増やす。

補助件数　5件

補助件数4件
○人材確保補助件数3件
○専門家補助件数1件

雇用市場が厳しい中、採用に繋がって
おり、事業継続のために必須となる人
材確保への支援を行うことができた。

Ｂ 継続

次年度は人材育成につ
いての補助制度を新た
に設けることにより、さら
なる支援をおこなう。

産業振興課

【商1(2)
②】

3010304

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針１＞工業の
担い手の確保と育成

（３）安心して創業できる
支援体制・環境整備の
充実

④中小企業融資保証料
補給事業

京都府融資制度を利用し
た資金借入に対する保証
料に対して補助金を交付
する。

市内企業の資金面での
経営安定化を図り、積極
的な事業展開を行う企業
を増やす。

補助件数150件

補助件数130件
○中小企業融資保証料補給金
　補助額9,892千円

融資保証料を補給することにより市
内、中小企業の経営安定化を支援す
ることができた。

Ｂ 継続

引き続き、市内企業の
経営安定化を図るため
中小企業保証料補給金
を交付する。

産業振興課

【商1(2)
③】

3010305

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針１＞工業の
担い手の確保と育成

（３）安心して創業できる
支援体制・環境整備の
充実

⑤中小企業融資利子補
給事業

京都府融資制度を利用し
た資金借入に対する支払
利子に対して補助金を交
付する。

市内企業の資金面での
経営安定化を図り、積極
的な事業展開を行う企業
を増やす。

補助件数400件

補助件数424件
○中小企業融資利子補給金
　補助額11,593千円

融資利子を補給することにより、市内
中小企業の経営安定化を支援すること
ができた。

Ａ 継続

引き続き、市内企業の
経営安定化を図るため
中小企業融資利子補給
金を交付する。

産業振興課

3020101

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（１）企業同士をつなげ
る仕組みづくり

①複数企業の連携によ
る新製品開発支援

市内複数企業の連携で
取り組む地域資源の活用
等によるテーマ型の新製
品・技術開発の事業に対
して補助金を交付する。

各企業の強みを生かし、
連携して新製品開発に取
り組む企業を増やす。

　

２9年度に複数企業で連
携して取り組む新製品
開発に対する新たな補
助制度を制度を導入す
る。

産業振興課 商工会

【商1(2)①
/工1(2)
①】

3020102

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（１）企業同士をつなげ
る仕組みづくり

②企業間連携や人材確
保につながる商談会等
の開催

市内企業と他地域の企業
を集めた商談交流会の開
催や人材確保のための
就職説明会等への合同
出展の支援を行う。

市内企業の企業間連携
や人材確保への意識が
高まり、新事業展開を行
うなど、安定した事業運
営ができる企業を増や
す。

開催回数　1回

開催回数２回
○生駒市と連携しビジネスマッチングイ
ベント「業コン」を開催した。
京田辺市、生駒市合わせて２３社の企
業が参加、活発な交流の場とすること
ができ、本会を契機とした取引も始まっ
ている。
○京都銀行包括連携協定事業として
ハローワーク、商工会とともに就職面
接会を開催した。
就職面接会へは、のべ２２名が参加
し、内３名が出展企業へ就職した。

Ａ 継続

次年度は生駒市側主催
で「業コン」を開催し、引
き続き企業間連携を推
進する。

産業振興課
京都産業21
商工会

3020103

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（１）企業同士をつなげ
る仕組みづくり

③産業総合情報サイト
の機能充実

企業間取引促進を目的と
した市内企業情報（製品・
設備・技術等）を掲載する
ホームページを拡充し、
「売りたい・買いたい」など
のニーズ情報を掲載す
る。

市内企業同士が互いの
企業情報に関心を持ち、
取引や企業間連携を行う
企業を増やす。

　

実施
○地方創生交付金を活用しての制度
実施を図るため、計画を前倒しし、28
年度中にサイトの改修を行った。

Ａ 変更

サイト普及、操作方法指
導のために支援員を配
置、企業の声を聴取した
上で二次改修を行う。

産業振興課 商工会

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 11／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 工業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよう
な事業を実施するのか

〇事業の目指す姿（何を
実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状況
や成果の評価（できるだけ定量的に記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

今年度の達成度と今後の取り組み等

3020201

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（２）大学の研究成果活
用や学研都市研究施設
との連携による企業の
事業高度化促進

①中小企業の産業財産
権取得、産学連携事業
への支援

中小企業が実施する産業
財産権取得事業、産学連
携事業に対して補助金を
交付する。

大学等との連携により、
事業の高度化、オンリー
ワン製品・技術の開発に
取り組む競争力の高い企
業を増やす。

補助件数　3件

補助件数4件
○産業財産権取得補助4件
○産学連携補助　0件

実用新案の登録等新製品開発、新市
場へのチャレンジに繋がる事業実施の
支援を行うことができた。

Ａ 継続

産学連携事業の活性化
に向け、同志社大学リエ
ゾンオフィス、D-eggとの
連携を深める必要があ
る。

産業振興課同
志社大学
金融機関
学研都市推進
機構

3020202

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（２）大学の研究成果活
用や学研都市研究施設
との連携による企業の
事業高度化促進

②産学連携コーディ
ネーターによる企業訪
問と大学・研究機関と
のマッチング支援

同志社大学を通じ産学連
携コーディネーターを雇用
し、関係機関と協力し企
業訪問によるニーズ把
握、大学・研究機関の
シーズ（研究成果）との
マッチングを行う。

大学・研究機関と連携し
た事業高度化に関心を持
ち、事業化を行う企業を
増やす。

面談件数　150件

面談件数166件
○コーディネーターの企業訪問件数
166件

展示会出展、企業間連携等の市事業
を活用して事業展開の拡大を図る企業
が着実に増えてきている。

Ａ 継続
引き続き、コーディネー
ターによる企業訪問を
実施する。

産業振興課同
志社大学
金融機関
学研都市推進
機構

3020301

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（３）成長を目指す企業
へのプラスワン支援（個
別育成・重点支援）

①経営力向上のための
国、府等の計画承認制
度認定企業への優遇措
置

経営革新計画承認企業、
知恵の経営実践モデル企
業、京都府元気印中小企
業認定企業等の認定のメ
リットを創出するため、市
補助金の補助額等の優
遇措置を行う。

国、府等の計画承認制度
への認定に挑戦し、経営
力・競争力を高めようとす
る企業を増やす。

検討

検討
経営革新計画承認企業等の認定メリッ
ト創出に向け、市補助金等の優遇措置
について、検討した。

Ａ 継続
29年度で認定企業に対
する市補助金の優遇制
度を導入する。

産業振興課 商工会

【商2(2)
①】

3020302

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（３）成長を目指す企業
へのプラスワン支援（個

別育成・重点支援）

②中小企業売込み隊事
業による国内外への販
路開拓支援

中小企業の販路開拓を支
援するため、年間を通じ
て国内外の大規模展示
会への企業合同出展の
企画、商談交流会の開
催、専門家の紹介やセミ
ナー開催を行う。

自社商品・技術の特徴、
強みを生かし、新規顧客
の開拓に積極的に取り組
む企業を増やす。

支援件数　20件

支援件数29件
○展示会出展社数15社
○商談交流会「業コン」参加社数１４社

展示会出展については、全体で５２２
件の商談があり、長期的な取引にも繋
がっている。

Ａ 継続

次年度は展示会、商談
交流会の他、新規参加
企業発掘のためのセミ
ナー開催等のさらなる
支援をおこなう。

産業振興課
商工会
京都産業21

【商2(2)
②】

3020303

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（３）成長を目指す企業
へのプラスワン支援（個

別育成・重点支援）

③魅力ある新製品・技
術開発への支援

中小企業が行う新製品・
技術を開発する事業に対
して補助金を交付する。

独自性の高い製品・商品
や加工技術・サービスを
持つ競争力の高い企業
を増やす。

補助件数　5件

補助件数10件
○新製品開発補助件数10件

補助を行うことにより、積極的な商品開
発を行う企業を支援することができた。

Ａ 継続
新製品開発を行う企業
を増やすため、補助件
数枠の拡大をおこなう。

産業振興課

【商2(2)
③】

3020304

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針２＞ネット
ワーク構築による経営
資源の充実に向けた企
業支援

（３）成長を目指す企業
へのプラスワン支援（個

別育成・重点支援）

④中小企業の展示会等
出展への支援

企業が単独で展示会等に
出展する事業に対して補
助金を交付する。

自社製品・技術の特徴、
強みを生かし、新規顧客
の開拓に積極的に取り組
む企業を増やす。

補助件数　10件

補助件数18件
○国内展示会補助16件
○海外展示会補助2件

昨年度より補助件数が大幅に増加して
おり、積極的な販路拡大を進める企業
を支援することができた。

Ａ 継続

補助上限額の引き上げ
をおこなう。また売り込
み隊事業による共同出
展企業の単独出展への
ステップアップを支援す
る。

産業振興課

3030101

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針３＞事業活
動が行いやすい環境整
備

（１）働く舞台（まち）の
快適性・安全性の向上

①事業環境向上（利便
性・安全対策）のための
企業と行政の懇談の場
づくり

公共交通の利便性向上、
道路の安全対策等、市内
の事業環境上の問題点
について、市と大手企業
の間で情報交換を行う会
議を開催する。

市内の事業環境の具体
的な問題点等を情報共
有し、市の施策に生かす
場をつくる。

開催回数　1回

開催件数0件
○会議参加企業の基準等で調整が整
わず開催に至らなかった。

Ｃ 継続

企業の自主的なネット
ワークづくりに寄与する
補助制度の創設など、
企業間の連携組織づく
りに向けた環境を整え
る。

産業振興課

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 12／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 工業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよう
な事業を実施するのか

〇事業の目指す姿（何を
実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状況
や成果の評価（できるだけ定量的に記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

今年度の達成度と今後の取り組み等

【商4(1)③
/観1(3)
①】

3030102

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針３＞事業活
動が行いやすい環境整
備

（１）働く舞台（まち）の
快適性・安全性の向上

②宿泊施設立地に向け
た検討

遊休地等の市内への宿
泊施設立地の可能性を調
査し、宿泊施設を誘導す
るための資料を作成す
る。

市内への宿泊施設の立
地の可能性が具体的に
見え、営業活動の仕組み
をつくる。

作成
情報提供
○関連機関への資料提供を行った。

Ｃ 継続

京都府が作成するホテ
ル等が建設可能な遊休
地等リストに本市の遊
休地情報を登録する。

産業振興課

3030103

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針３＞事業活
動が行いやすい環境整
備

（１）働く舞台（まち）の
快適性・安全性の向上

③通勤利便性向上に向
けた手法検討

各工業地域のバス利用
状況・希望を調査し、通勤
利便性の向上に向けてバ
ス会社等と調整する。

快適な通勤が可能となる
よう働きかけ、公共交通
の利便性を課題とする企
業を減らす。

　
29年度に市内企業に対
し、従業員の通勤実態
調査をおこなう。

産業振興課
計画交通課

3030201

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針３＞事業活
動が行いやすい環境整
備

（２）新たな事業用地の
創出と既存工業地域に
おける未利用地活用促
進

①工場立地法の緑地規
制の緩和手法検討

工場立地法に係る特定工
場の緑地率の緩和の方
策（条例制定等）について
実現可能性、事業化を検
討する。

既存工業地域の環境保
全と敷地の有効活用の
両立を実現し、企業が積
極的な設備投資を図る環
境をつくる。

調査

調査
○大阪市等制度実施団体へのヒアリン
グを行い、制度に関する調査結果をま
とめた。

Ａ 継続
具体的な対応施策につ
いてとりまとめを行う。

産業振興課

3030202

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針３＞事業活
動が行いやすい環境整
備

（２）新たな事業用地の
創出と既存工業地域に
おける未利用地活用促
進

②京都府・近隣市町等
と連携した地域経済へ
の波及効果の高い企業
の誘致活動

京都府、近隣市町等と連
携した広域のスケールメ
リットを生かした誘致活動
（合同誘致資料作成、企
業向けプロモーション等）
を行う。

総合建設業や金融機関
などを通じ、企業立地面
での市のポテンシャルの
認知度を高め、用地の確
保に合わせ速やかに立
地が実現するようネット
ワークを構築する。

活動件数　5件

活動件数６件
○企業誘致連絡会議による誘致資料
作成した。
○企業誘致連絡会議による東京プロ
モーションの実施した。
○大規模展示会でのプロモーション活
動をおこなった。（メッセナゴヤ、大阪機
械要素技術展、東京新価値創造展）
○企業用地マッチング制度を制定し
た。
　市内への立地については一定の需
要があるが、事業用地が枯渇している
ため、民間用地の活用を進めるよう企
業用地マッチング制度を制定した。

Ａ 継続

企業用地マッチング制
度の開始する。
引き続き関連機関と連
携し誘致活動を行う。

産業振興課
京都府
近隣市町

3040101

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針４＞市民・
企業・行政の相互理
解・連携強化

（１）企業の地域貢献活
動の促進

①災害時協力事業所登
録制度の運用

災害時に被災者の迅速な
救出、救護等の災害対策
及び被災地域の速やかな
復興実現のため、地域や
行政に協力し、地域貢献
を行う事業所、店舗を事
前に登録し、ホームペー
ジ等に掲載し周知する。

企業の地域貢献意識を
高め、同制度に登録する
協力事業所を増やす。

広報回数　2回

広報回数2回
○市ホームページでの登録募集、登録
企業の紹介を実施した。
○市政協力員会での情報提供、制度
紹介を実施した。

Ａ 継続
引き続き制度の周知を
進める。

安心まちづくり
室
産業振興課

3040102

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針４＞市民・
企業・行政の相互理
解・連携強化

（１）企業の地域貢献活
動の促進

②地域貢献企業表彰事
業

清掃・環境保全活動、地
域行事への参加など、地
域貢献活動を積極的に行
う企業を表彰、周知する。

地域貢献活動を積極的
に行う企業を増やし、地
域、市内企業、行政間の
相互理解、連携を深め
る。

検討
検討
企業表彰制度等を実施している他市の
事例調査を行った。

Ｂ 継続
具体的な表彰方法等の
施策案を作成する。

産業振興課

【商4(1)②
/工4(3)
①】

3040201

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針４＞市民・
企業・行政の相互理
解・連携強化

（２）地域の魅力を企業
に伝える取組

①企業への広報紙配付
及び京田辺市情報発信
BOXの設置

大手企業を中心に従業員
向けの情報発信BOX
（ラック）を設置し、市のイ
ベントや関連事業、飲食
店等店舗情報などの資料
を掲示する。

市内のイベントや事業へ
の参加、市内飲食店や特
産品等を活用する企業従
業員を増やす。

調整

調整
○配架方法等の要領作成、関係団体
及び配架予定企業との調整をおこなっ
た。

Ａ 継続
情報発信BOXの導入を
行う。（１社）

産業振興課
秘書広報課

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 13／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 工業

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよう
な事業を実施するのか

〇事業の目指す姿（何を
実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状況
や成果の評価（できるだけ定量的に記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方
針
活動指標を変更する場合、その内
容

今年度の達成度と今後の取り組み等

【商4(1)②
/工4(2)
①】

3040301

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針４＞市民・
企業・行政の相互理
解・連携強化

（３）支援情報を適切な
時期に効果的に伝達す
る仕組みづくり

①企業への広報紙配付
及び京田辺市情報発信
BOXの設置

大手企業を中心に従業員
向けの情報発信BOX
（ラック）を設置し、市のイ
ベントや関連事業、飲食
店等店舗情報などの資料
を掲示する。

市内のイベントや事業へ
の参加、市内飲食店や特
産品等を利用する企業従
業員を増やす。

調整

調整
○配架方法等の要領作成、関係団体
及び配架予定企業との調整をおこなっ
た。

Ａ 継続
情報発信BOXの導入を
行う。（１社）

産業振興課
秘書広報課

3040302

「多様な企業が強みを
磨き、快適に事業活動
を行い、地域と共に持
続的に発展していくま
ち」

＜基本方針４＞市民・
企業・行政の相互理
解・連携強化

（３）支援情報を適切な
時期に効果的に伝達す

る仕組みづくり

②企業巡回訪問の実施
と継続的なニーズ把握

市内企業を定期的に訪問
し、課題やニーズの掘り
起こしを行い、商工会等
関係機関と共有・分析し、
市内企業の最新の動向を
把握し、適切な支援を行
うとともに新たな支援施策
の立案検討等の参考とす
る。

市・商工会担当者が市内
企業の情報や動向を熟
知しており、企業の状況
に応じた支援を提供でき
る環境をつくる。

面談件数　100件

面談件数１１２件
 企業訪問、展示会訪問、また市制度
利用時にヒアリングを行うことでニーズ
調査を継続的に実施し、市施策への反
映をおこなった。

Ａ 継続

引き続き企業訪問、ヒア
リングの機会を積極的
に設け、状況に応じた支
援策を実施する。

産業振興課 商工会

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 14／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 観光

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

4010101

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（１）新たな資源を生か
した目玉となる観光商
品の確立

①「お茶の京都」を生か
した観光振興

「お茶の京都構想」によ
る認知度向上の機会を
生かし、お茶をテーマに
した事業企画等への支
援を行う。

「お茶を感じられるまち
京田辺」をPRして、市観
光の特色を出す。

活動件数　6件

活動件数19件
○「お茶の京都」関係会議出席し
た。（１４回）
○「お茶の京都博」東京丸の内プロ
モーションに参加した。
○三山木駅前ロータリーに茶園風
庭園を整備した。
○観光連盟主催の観光プロモー
ション会議（東京・京都）に出席し
た。
○お茶の京都DMOの着地型商品開
発に情報を提供した。

これらの活動により本市の特色であ
るお茶（玉露）を生かした観光PRを
おこなうことができた。

Ａ
継
続

引き続きお茶の京都博を生かし
た観光PRを行う。
ホテル椿山荘東京の宇治茶イベ
ント協力
新丸の内ビル・丸の内ハウスの
宇治茶イベントに協力
市内でお茶の京都博のメインイ
ベント（世界文化遺産シンポジウ
ム）開催
お茶の京都博エリアイベント（全
国玉露のうまい淹れ方コンテスト
大会）開催
お茶の京都ハウス（キララ商店
街内）の開設、運営
メインイベント宇治茶博での一坪
茶室の製作、コンテスト参加
お茶の京都DMOの着地型商品
開発に参画　　等

経済環境政策
推進室
産業振興課
農政課

京都府
観光協会

4010102

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（１）新たな資源を生か
した目玉となる観光商
品の確立

②「日本茶800年の歴
史散歩」を生かした観
光振興

日本遺産に認定された
「日本茶800年の歴史
散歩」による認知度向
上の機会を生かし、お
茶をテーマにした事業
企画等への支援を行
う。

「お茶を感じられるまち
京田辺」をPRして、市観
光の特色を出す。

活動件数　5件

活動件数８件
○京都府作成の宇治茶関連パンフ
レット等を配布した。（４件）
○お茶の京都関係者を飯岡の茶園
や茶工場などに案内した。（２件）
○観光パンフレットに日本遺産の情
報を追加
○京都府イベント「茶いくるラインin
やましろ」開催支援した。

これらの活動により日本遺産に認定
されたお茶を生かした、本市の観光
PRをおこなうことができた。

Ａ
継
続

引き続き日本遺産に認定された
お茶を生かした観光PRを行う。
お茶の京都DMOと協力し、日本
遺産認定（お茶）を生かした着地
型観光商品の開発を行う。

産業振興課
農政課

京都府
観光協会

4010103

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（１）新たな資源を生か
した目玉となる観光商
品の確立

③観光協会による地域
密着型観光プランの企
画提案、イベント開催の
支援

観光協会が市内事業
者や農業者と連携して
実施する地域密着型観
光プラン、集客イベント
の開催に対して補助金
を交付する。

観光協会が中心とな
り、市内事業者や農業
者等とのネットワークを
構築し、地域密着型観
光での来訪者を増や
す。

補助件数　2件

補助件数３件
観光協会が実施した地域密着型観
光イベントに補助をおこなった。
○花見山公園コンサート　／参加者
２４６人
○普賢寺ふれあいの駅でのふれあ
いステージ　／参加者４１５人
○稲刈り体験　参加者数／４０人

Ａ
継
続

引き続き、観光協会が行う地域
密着型イベント（花見ウィーク、
稲刈り体験等）への支援を行う。

産業振興課 観光協会

今年度の達成度と今後の取り組み等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方針
活動指標を変更する場合、その内容

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 15／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 観光

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

今年度の達成度と今後の取り組み等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方針
活動指標を変更する場合、その内容

4010104

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（１）新たな資源を生か
した目玉となる観光商
品の確立

④「ツアー・オブ・ジャパ
ン」を生かした観光に向
けた取組

ツアー・オブ・ジャパン
開催当日のにぎわいを
創出する。
自転車観光マップを作
成する。

ツアー・オブ・ジャパン
開催をきっかけに、木
津川サイクリングロード
など本市の自転車観光
のポテンシャルを生か
し、自転車愛好者等の
新たな客層を呼び込
む。

作成部数　10,000部

作成部数15,000枚
○ツアー・オブ・ジャパンのＰＲを掲
載した観光パンフレットを作成・配布
した。
○ツアー・オブ・ジャパンに５０千人
（うち本市域１０千人）のい集客が
あった。
○京都府イベント「茶いくるラインin
やましろ」を開催支援した。／参加
者１８９人
○ツアー・オブ・ジャパン関連イベン
ト「自転車フェスタ」を開催／参加者
１０００人

Ａ 継続

引き続き、ツアー・オブ・ジャパン
を生かした自転車愛好者等の誘
客を図る。
パンフレット配布部数3,000部
京都府イベント「茶いくるラインin
やましろ」開催支援
ツアー・オブ・ジャパンの開催・に
ぎわい創出

産業振興課
企画調整室
社会教育・ス
ポーツ推進課

観光協会

【工1(1)
②】

4010201

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（２）「体験する・体感す
る・学ぶ」ことができる
観光地づくり

①企業と連携した工場
見学ツアーの開催

市民や学生を対象に市
内企業の事業現場を見
学するツアーを開催す
る。

体験・体感できる工場
見学ツアーを新たな産
業観光メニューとして開
発し、観光資源の充実
を図る。

開催回数　1回

開催回数2回
○椿本チエインで親子工場見学会
を2日間実施した。
○田辺高校と連携し工業系学科の
生徒の市内工場見学、インキュベー
ション施設見学等を実施した。

 親子工場見学では約１００名、田辺
高校工場見学等では約１３０名の学
生が参加し、市内企業への理解を
深めることができた。

Ａ 継続
引き続き、椿本チエイン、田辺高
校との工場見学会を実施する。

産業振興課
商工会
観光協会

4010202

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（２）「体験する・体感す
る・学ぶ」ことができる
観光地づくり

②四季や里山など自然
を感じることができる景
観整備、イベント開催や
情報発信

桜や菜の花、紅葉など
四季の自然を楽しめる
スポットの情報発信や
イベントを開催、植樹等
維持管理事業を行う団
体に対して補助金を交
付する。

市の四季の移ろいや自
然を感じられるスポット
を観光地として確立し、
市民だけでなく、市外か
らの来訪者を増やす。

補助件数　4件

補助件数４件
○観光協会が行った四季や自然を
生かした事業に補助を行った。（花
見ウィーク、観音寺ライトアップ、稲
刈り）
○西八虚空蔵谷川畔桜並木愛護会
の桜の管理・育成に補助を行った。

Ａ 継続
引き続き、観光協会等が実施す
る四季や自然を生かした観光事
業に補助金を交付する。

産業振興課
観光協会

【農2(2)
②】

4010203

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（２）「体験する・体感す
る・学ぶ」ことができる
観光地づくり

③京田辺市産農産物を
使ったイベント開催や情
報発信

お茶やお茶を使ったス
イーツ、京都田辺茄子
やえびいもなど特産物
を使った食に関するイ
ベントを開催し、市内外
からの誘客を行う。

京田辺市産農産物を重
要な観光資源として位
置づけ、これを活用した
イベント等を開催し、食
に関心のある客層を呼
び込む。

開催回数　1回

開催回数１回
○京田辺茶まつりを開催した。
情報誌配布１回
○京都府が作成した「京都やましろ
スイーツマップ」に本市のスイーツな
どの情報を掲載し配布した。

Ａ 継続

京田辺茶まつり、全国玉露のう
まい淹れ方コンテスト大会を開
催する。
習志野市アンテナショップでの農
産物イベントを開催する。

農政課
産業振興課

JA京都やましろ
観光協会

【商4(1)③
/工3(1)
②】

4010301

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（３）観光客の利便性と
快適性を向上するため
の環境整備

①宿泊施設立地に向け
た検討

遊休地等の市内への
宿泊施設立地の可能
性を調査し、宿泊施設
を誘導するための資料
を作成する。

市内への宿泊施設の
立地の可能性が具体
的に見え、営業活動の
仕組みをつくる。

作成
情報提供
○関連機関への資料提供を行っ
た。

Ｃ 継続
京都府が作成するホテル等が建
設可能な遊休地等リストに本市
の遊休地情報を登録する。

産業振興課

4010302

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（３）観光客の利便性と
快適性を向上するため
の環境整備

②観光付帯施設（トイレ
等）の整備支援

観光ルート上のハイキ
ングや自転車観光客の
動きに沿って必要な箇
所にベンチ、トイレ等の
整備や実施主体への
支援を行う。

ハイキングや自転車観
光を楽しむ観光客が快
適に観光ができる環境
をつくる。

検討

検討
○普賢寺ふれあいの駅のトイレ整
備実現に向けた関係者との協議を
行った。

Ａ 継続
普賢寺ふれあいの駅のトイレ整
備に向けた取組を進める。

産業振興課

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 16／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 観光

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

今年度の達成度と今後の取り組み等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方針
活動指標を変更する場合、その内容

4010303

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針１＞ストー
リー性・テーマ性のある
観光地づくり

（３）観光客の利便性と
快適性を向上するため
の環境整備

③観光案内機能の充
実

観光客のニーズに合わ
せた観光案内パンフ
レットやホームページの
充実、必要な箇所への
観光案内標識等の整
備を行う。

初めて京田辺市を訪れ
た方でも迷わず楽しく観
光ができる環境をつく
る。

実施件数　1件

○市の情報発信拠点「京田辺市駅
ナカ案内所」を開設した。
利用者数：６，９８９人
○観光パンフレットの作成・配布を
おこなった。

１日の乗降人員が25千人の新田辺
駅西口に開設することで、来訪者が
観光情報を入手できる環境が整っ
た。

Ａ 継続
引き続き、駅ナカ案内所での観
光情報等の発信を行う。

産業振興課 観光協会

4020101

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針２＞市民の
郷土愛醸成と観光の担
い手育成

（１）住んでいるまちへ
の誇りと愛着を生む取
組

①伝統行事に触れる機
会や各種行事への参
加の促進

市内各地域の伝統行
事を掘り起こし、活用し
たイベント等の支援・PR
を行い、市民の参加を
促進する。

市民が伝統行事を知
り、愛着を持ち、活動に
参加することで新しい
担い手を創出し、行事
の維持、振興を図る。

検討

未検討
○例年どおり山城松明講が行う「竹
送り」のＰＲに協力したが、新たな取
り組みの検討はできなかった。

Ｃ 継続
伝統行事を行っている団体の
ニーズを知るためにヒアリング等
を実施する。

産業振興課
社会教育・ス
ポーツ推進課

観光協会

4020201

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針２＞市民の
郷土愛醸成と観光の担
い手育成

（２）市民によるおもてな
しの心が広がる取組

①観光協会を中心とし
た市民ネットワークの形
成

観光協会が各種市民
団体や事業者等と連携
し、情報交換会等を開
催する。

情報交換や事業での協
力を通じて観光振興に
貢献する団体・事業者
等を育てる。

開催回数　1回

開催回数２回
○京田辺市観光ボランティアガイド
協会の観光協会加入を支援した。

観光協会と京田辺市観光ボランティ
アガイド協会との連携強化につなが
る支援を行うことができた。

Ａ 継続

習志野アンテナショップでの出展
を機に観光協会と商工会の連携
を支援する。
公開中止となっている天王の牡
丹園について関係者との情報交
換を行う。

産業振興課 観光協会

4020202

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針２＞市民の
郷土愛醸成と観光の担
い手育成

（２）市民によるおもてな
しの心が広がる取組

②京田辺の魅力を伝え
るボランティアガイド活
動の支援

観光ボランティアガイド
協会が実施する観光ガ
イドや集客イベント等の
支援を行う。

観光ボランティアガイド
協会の事業の活性化、
発展を通じて、観光振
興を担う市民を増や
す。

支援件数　5件

支援件数６件
○観光ボランティアガイド協会開催
の「ふれあいハイキング」の広報支
援を行った。

Ａ 継続
引き続き、ボランティアガイド主
催事業の広報支援を行う。

産業振興課 観光協会

4020301

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針２＞市民の
郷土愛醸成と観光の担
い手育成

（３）観光振興の中核機
能の強化

①観光協会の組織強
化支援

観光協会の運営、事業
実施に対して補助金を
交付する。

市の観光振興の中核
機能を担う観光協会の
事業の企画力・実行
力、各種団体との調整
力等を高め、主体的な
活動が行われる組織を
つくる。

補助件数　5件

補助件数６件
○職員人件費・事務経費補助
○イベント補助（花見ウィーク、一休
とんち大賞、大御堂観音寺ライト
アップ）
○京田辺ブランド一休品認定及び
販売促進
○駅ナカ案内所運営事業

観光協会の運営・事業等に補助金
を交付することにより、　主体的な活
動が行えるよう支援した。

Ａ 継続

引き続き、運営・事業等に補助
金を交付することにより、観光協
会が主体的な活動を行えるよう
支援する。

産業振興課 観光協会

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 17／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 観光

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

今年度の達成度と今後の取り組み等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方針
活動指標を変更する場合、その内容

4030101

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針３＞「ひとや
すみ観光」を生かした
交流人口の拡大

（１）京阪神地域在住者
をターゲットとした日帰
り観光客の誘客

①京阪神地域在住者
が日帰り観光したくなる
観光プランの開発及び
PR

ハイキング、自転車
ツーリング、BBQ、観光
農園等の日帰りイベン
トを企画し、京阪神地域
へのプロモーションを行
う。

京阪神地域の住民が
気軽にアウトドアを楽し
める空間を創出し、観
光客を増やす。

活動件数　5件

活動件数８件
○椿本チエインでの花見イベント
○ツアー・オブ・ジャパンの開催
○京都府観光連盟主催「京都プロ
モーション会議」に出席し京阪神地
域の旅行エージェントに本市の観光
情報を提供した。（事前調整会議２
回、本会議１回）
○京都府イベント「茶いくるラインin
やましろ」開催支援／１８９人
○ツアー・オブ・ジャパン関連イベン
ト「自転車フェスタ」を開催／１０００
人
○お茶の京都DMOの着地型商品開
発に対し情報提供

Ａ 継続

引き続き、京阪神地域在住者を
ターゲットとした観光プロモー
ションを行う。
椿本チエインでの花見イベント
「京都プロモーション会議」に出
席
京都府イベント「茶いくるラインin
やましろ」開催支援
お茶の京都DMOの着地型商品
開発に協力
ツアー・オブ・ジャパンの開催

産業振興課 観光協会

4030102

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針３＞「ひとや
すみ観光」を生かした
交流人口の拡大

（１）京阪神地域在住者
をターゲットとした日帰

り観光客の誘客

②鉄道会社・バス会社
等と連携した観光PR

JR・近鉄沿線駅等への
パンフレット配架や鉄
道・バスを利用した観光
イベントの企画を行う。

鉄道会社・バス会社等
と連携し、公共交通を
利用した観光客を増や
す。

活動件数　5件

活動件数８件
○駅前を出発場所とする観光ボラン
ティアガイド協会開催「ふれあいハイ
キング」の広報支援（６件）
○京都南山城古寺巡礼秘宝バスツ
アーへの補助、広報支援
○JR西日本の「西NAVI」を市役所
等で配架

Ａ 継続

引き続き、鉄道会社・バス会社
等と連携した観光イベントを企画
する。
駅前を出発場所とする観光ボラ
ンティアガイド協会開催「ふれあ
いハイキング」の広報支援
JR西日本事業「ちょこっと関西歴
史旅」との連携

産業振興課 観光協会

4030201

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針３＞「ひとや
すみ観光」を生かした
交流人口の拡大

（２）観光都市（京都・大
阪・奈良）からの一足伸
ばし観光の推進

①アジア圏をターゲット
としたインバウンド観光
の取組

外国人向け観光プラン
の企画、開発や中国語
を中心とした多言語パ
ンフレットを作成する。

東京オリンピックを契機
とし、関係団体、事業者
の受入れ体制を整え、
アジア圏からの観光客
を呼び込む。

配布部数　200部

配布部数500部
○多言語パンフレット「ひとやすみ観
光のススメ」を配架
（市役所、観光案内所、駅ナカ案内
所）
○本市発祥のいす１グランプリが台
湾・中国で開催され、本市開催大会
に台湾から参加者があった。

Ａ 継続

引き続き、観光案内拠点での外
国人向け観光パンフレットの配
架を行う。
更にお茶の京都博事業の会場
で配架を行う。

産業振興課
観光協会
商工会

4030202

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針３＞「ひとや
すみ観光」を生かした
交流人口の拡大

（２）観光都市（京都・大
阪・奈良）からの一足伸

ばし観光の推進

②京都やましろ観光
ネットワークを核とした
広域観光の取組

京都府、山城地域の市
町村と連携し、広域で
のツアー企画・旅行会
社等へのプロモーション
活動を行う。

広域での観光ツアー企
画を促進し、商品バリ
エーションを充実させ、
スケールメリットを生か
した誘客を行う。

活動件数　1件

活動件数１件
○木津川市、宇治田原町、笠置町
と連携し「京都南山城古寺巡礼秘宝
バスツアー」への補助、広報を行っ
た。

Ａ 継続

２８年度末に（一社）京都やまし
ろ地域振興社（お茶の京都
DMO）が設立されたことから、お
茶のDMOを核とした広域での企
画・観光プロモーション活動を行
う。

産業振興課
京都府
近隣市町
観光協会

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 18／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 観光

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

今年度の達成度と今後の取り組み等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方針
活動指標を変更する場合、その内容

4030203

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針３＞「ひとや
すみ観光」を生かした
交流人口の拡大

（２）観光都市（京都・大
阪・奈良）からの一足伸

ばし観光の推進

③京都を訪れる修学旅
行生への一足伸ばし観
光プランの提案

座禅体験、同志社大学
キャンパスツアー、宇治
茶・玉露体験等、観光
協会企画の修学旅行
生向け観光商品のプロ
モーション活動を行う。

修学旅行生をターゲット
に学びをテーマとした観
光商品の開発を行い、
団体旅行客を呼び込
む。

活動件数　1件

活動件数２件
○観光連盟主催「東京プロモーショ
ン会議」の教育旅行分野の会議に
出席し、５社の旅行エージェントにお
茶の手もみ体験などの商品の売り
込みを行った。
○普賢寺ふれあいの駅が修学旅行
団体（１件）を受け入れた。

Ａ 継続

お茶の京都DMOが行う着地型
商品開発へ協力し、東京プロ
モーション会議で旅行会社へ売
り込みを行う。
その後も各旅行会社へ情報を発
信する。

産業振興課 観光協会

4030301

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針３＞「ひとや
すみ観光」を生かした
交流人口の拡大

（３）市民と観光客が交
流することによるにぎわ
いと活気を生む取組

①普賢寺ふれあいの駅
を拠点とした交流促進

普賢寺ふれあいの駅が
取り組む農業体験メ
ニュー開発、自転車愛
好家が集える場所づく
り等への支援を行う。

普賢寺ふれあいの駅を
市南部の観光振興の
拠点とし、交流機能や
体験機能の充実を図
り、新たな客層を呼び
込む。

支援件数　1件

支援件数５件
○ツアー・オブ・ジャパンのスタート
地点として、にぎわい創出、おもてな
しを行った。
○京都府イベント「茶いくるラインin
やましろ」のエイドステーションとし、
にぎわい創出を支援した。
○観光協会が駅と連携し開催する
稲刈り体験イベントを支援した。
○市の観光パンフレットに駅の情報
を掲載した。
○駅のトイレ整備に向けた支援を
行った。

Ａ 継続

引き続き、普賢寺ふれあいの駅
を拠点とした観光・農業イベント
等への支援を行う。
京都府イベント「茶いくるラインin
やましろ」での活用
ツアー・オブ・ジャパンのスタート
地点
トイレ整備に向けた支援
観光協会が駅と連携し開催する
稲刈り体験イベントを支援

産業振興課 観光協会

4030302

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針３＞「ひとや
すみ観光」を生かした
交流人口の拡大

（３）市民と観光客が交
流することによるにぎわ

いと活気を生む取組

②友好関係にある都市
との交流を生かした観
光・物産PR

習志野市、霧島市等、
友好関係にある都市に
おいて、互いのイベント
への招待ブースを設置
し、観光PRや特産品の
販売を行う。

友好関係にある都市間
で特産品等を互いに販
売するなどの事業を通
じて、市民間・事業者間
の交流を進める。

開催回数　2件

開催回数３回
○習志野市民まつりに参加し、特産
品のPRや販売を行った。
○本市産業祭に習志野市、喜多方
市が参加した。
○泉佐野市と特産品相互取扱協定
を締結し、観光協会を通じ、関空エ
リアの泉佐野市アンテナショップで
の特産品の販売を行った。

Ａ 継続

引き続き、友好関係都市での観
光を通じた交流を勧める。
習志野市民祭りに参加
習志野市アンテナショップに商工
会等が出展
泉佐野市アンテナショップに観光
協会が出展

産業振興課
観光協会
商工会

【農2(3)②
/商2(2)
④】

4040101

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針４＞ブランド
力向上による地域経済
の活性化

（１）知恵とネットワーク
を生かした京田辺らし
い特産品の開発

①農業者と商業者の
マッチングによる京田
辺市産農産物等を活用
した商品開発の促進

農業者と飲食店等を対
象に試食会や調理方法
勉強会等を開催し、京
田辺市産農産物の市
内店舗での活用を進め
る。

京田辺市産農産物を扱
う飲食店や店舗を増や
し、市の名物となる土産
物・食事メニューをつく
る。

調査
支援件数１件
○市内企業が行った本市産茶葉を
活用した商品開発を支援した。

Ａ 継続
商品完成に向け、引き続き支援
を行う。

産業振興課
農政課

観光協会
商工会

【商2(2)
⑤】

4040102

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針４＞ブランド
力向上による地域経済
の活性化

（１）知恵とネットワーク
を生かした京田辺らし

い特産品の開発

②パッケージデザイン
や販売・宣伝方法の工
夫など商品の魅力向上
支援

観光客向けの土産物等
のパッケージデザイン
や販売・宣伝方法に関
するセミナー開催や専
門家相談事業を行う。

自社商品の改良、魅力
向上、販売・宣伝方法
の改善に取り組む企業
を増やし、魅力的な商
品をつくる。

検討

検討
同志社女子大学と連携して行う市
のPRや土産物等のパッケージデザ
インの企画について検討した。

Ａ 継続

同志社女子大学と連携し、市の
PRや土産物等に活用できるパッ
ケージデザインの開発をおこな
う。

産業振興課 商工会

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 19／20



平成２８年度 分野

　産業振興ビジョン進行管理評価シート 観光

全体ビジョン

№ 管理コード A 分野のビジョン B 基本方針 C 基本戦略 D　事業名 E 事業の概要
E　事業の目的

（５年後の事業効果）
G　活動指標

(２８）
H　具体的取組内容及び実績 I 取組達成度 K　担当課 Ｌ　関係機関

１０年後の理想的な姿（状
態）

理想的な姿の基点的考え
方・目標

方針に基づく事業（取り組
み）展開の方向性

ビジョン実現のための
主な具体的取り組み内
容

どこで誰に対してどのよ
うな事業を実施するの
か

〇事業の目指す姿（何
を実現するのか）
〇得られる効果（誰にど
んなメリットがあるか）

アクションプランで設
定した指標

〇具体的な取組内容（手法・工夫した点
等）
〇取組目的・活動指標に対する達成状
況や成果の評価（できるだけ定量的に
記入）

取組内容及び実績
を踏まえた総合評
価

今年度の達成度と今後の取り組み等

事業者と市民がともに手を取り、快適な事業環境と豊かな生活を
創造するまち

ビジョン アクションプラン（行動計画）

J　今後の課題等

今後の課題や具体的な取り組み方針
活動指標を変更する場合、その内容

4040201

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針４＞ブランド
力向上による地域経済
の活性化

（２）京田辺の逸品・土
産物の消費拡大

①集客力のある場所で
の特産品等のアンテナ
ショップ設置

商業集積地等におい
て、京田辺ブランド一休
品を中心とした特産品
の販売、観光PR拠点を
設置する。

市内外の人が特産品を
知り、購入しやすい環
境をつくる。

支援件数　1件

支援件数２件
○新たに近鉄新田辺駅西口に駅ナ
カ案内所を開設し、PR・販売を支援
した。
○泉佐野市の関空エリアのアンテ
ナショップでの特産品のＰＲ・販売を
支援した。

Ａ 継続

駅ナカ案内所・泉佐野市関空エ
リアのアンテナショップでのPR・
販売に加え、習志野市の商業集
積地におけるアンテナショップで
のPR・販売を支援する。

産業振興課 観光協会

4040202

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針４＞ブランド
力向上による地域経済
の活性化

（２）京田辺の逸品・土
産物の消費拡大

②京田辺ブランド一休
品のPR及び認定支援

観光協会が取り組む京
田辺ブランド一休品の
PR、認定事業に対して
支援する。

一休品のブランド認定
のメリットを高めること
により、認定を目指し商
品開発に取り組む企業
を増やす。

支援件数　１件

支援件数２件
○イベントでの一休品のPR・販売を
支援した。（習志野市民まつり、ツ
アー・オブ・ジャパン、産業祭、他多
数）
○一休品のブランド認定を支援し
た。

あらたに５件の一休品の認定につな
がった。様々なイベント等で、一休
品のPR・販売を行うことにより、一
休品の認知度向上に繋がった。

Ａ 継続
引き続き、観光協会が行う一休
品認定事業、一休品のPR・販売
を支援する。

産業振興課 観光協会

4040203

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針４＞ブランド
力向上による地域経済
の活性化

（２）京田辺の逸品・土
産物の消費拡大

③ふるさと納税制度を
活用した特産品のPR

ふるさと京田辺応援寄
附金事業のお礼として
選定された特産品をPR
するため、インターネッ
ト等を活用した制度の
プロモーションを行う。

ふるさと納税制度を活
用し特産品を全国にPR
する。

広報回数　5件
広報回数５件
○ふるさと納税専用のwebページに
てＰＲを行った。

Ａ 継続
引き続き、本市のふるさと納税を
活用し特産品を全国にPRする。

財政課
産業振興課

4040204

「市民が郷土愛ととんち
（アイデア）をもって安ら
ぎと潤いのある観光地
づくりを行い、市民と観
光客が「ひとやすみ」で
きるまち

＜基本方針４＞ブランド
力向上による地域経済
の活性化

（２）京田辺の逸品・土
産物の消費拡大

④健幸（健康）パスポー
ト事業における一休品
の活用

健康づくりに取り組んで
一定のポイントを集め
た市民に、抽選で賞品
（一休品等）を贈呈す
る。

健幸（健康）パスポート
事業を活用し特産品を
市民にPRする。

広報回数　5件

広報回数７件
○健幸パスポート事業についてイベ
ント、広報紙でＰＲを行った（1回）
○事業・イベントで広報活動を行っ
た（６回）

Ａ 継続
引き続き、健幸パスポート事業
を活用し特産品を市民にＰＲす
る。

健康推進課

※【取組達成度の区分：A．達成できた、B．概ね達成できた、C．達成できなかった】
※【今後の課題等の区分：継続．今後も同程度に継続する、完了．目的を達成し事業を完了させる、変更．活動指標等の変更を行う（増加・減少含む）、廃止．実施期間中に事業を廃止する】 20／20


